
  

 

 

 

「第 23回化学工学会学生発表会」で科学部が「優秀賞」を受賞しました 

3 月 6 日(土)に「第 23回化学工学会学生発表会」がオ

ンラインで開催されました。これは、公益社団法人化学工

学会が主催となって、高校生、高専生及び大学生が、研究

成果の発表と討論を行う大会です。 

本校からは、サクラのアレロパシー物質について研究活

動に取り組んでいる科学部が参加しました。「サクラの葉

による発芽抑制 2 ～クマリンの秘密に迫る～」の研究に

ついて口頭発表を行い、「優秀賞」を受賞しました。 

また、科学部は、３月１９日（金）開催のジュニア農芸

化学会 2021「高校生による研究発表会」に参加しました。オンラインで、大学教員や研究者等に自分

たちの研究成果を発表しました。これらの経験を今後の研究活動に活かしてほしいと思います。 

高大連携プログラム「科学へのとびら」で発表しました 

 佐賀大学主催の高大連携プログラム「科学へのとびら」で、オンラインによる課題研究発表が３月１

７日（水）からＷｅｂ上で公開されました。本校からは、科目「ＳＳＨ研究Ⅱ」の授業で１年間研究活

動に取り組んできた班が、「シチメンソウによる植生密度と成長の関係」を発表しました。 

科目「ＳＳＨ研究Ⅰ」の単元「先輩の研究に学ぶ」で「1･2年生合同授業」を実施しました 

 ３月１８日（木）に、科目「ＳＳＨ研究Ⅰ」の単元「先輩の研究に学ぶ」で、「１・２年生合同授業」

を実施しました。理数科２年生が、理数科１年生に対して、研究活動に取り組む上でのアドバイスや失

敗談を語りました。１年生は、研究テーマや研究計画等を考える際に参考にしてほしいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新しい価値の創造に向けて挑戦する科学的人材の育成を目指して 

佐賀県立致遠館高等学校 

佐賀県立致遠館中学校 

先進教育部 
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致遠館ＳＳＨ通信 致遠館ＳＳＨ通信 

２年生の感想 

●「自分達は実際に実験をしているから分かるけど、それを１年生にも分かりやすく伝えるのは難しかった。」 

●「ノートなどにもっとまとめておくべきだったと感じた。」 

●「１年間自分達がした研究を振り返るとても良い機会になったと思う。」 

１年生の感想 

●「自分がする時のイメージが具体的に想像できたと思う。新しく興味が湧いたテーマもあって面白かったです。」 

●「失敗談や注意すべきポイントなど、課題研究発表会では聞けないことを聞けてよかった。」 

●「実体験が元になっている具体的な例を聞けて、すごくためになった。質問にも丁寧に答えてもらえたので、来年度

の課題研究が楽しみになった。」 

●「研究の準備段階について考えることが大事だと分かった。引き継ぎをした方が充実した研究になると思った。」 


